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友の会通信
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洋学の歴史を楽しく学ぶ

津山洋学資料館友の会

新館開館 10 周年記念企画展「シーボルトと岡山の洋学者たち」開幕 !!
洋学資料館が新館に移転して 10周年を迎えたのを記念して開催する企画展。
洋学の発展に大きな役割を果たしたシーボルトの生涯と、シーボルトと交流
した岡山ゆかりの洋学者たちについて紹介しています。11 月 8 日(日)まで開
催中です。ぜひご来場ください！
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令
和
２
年
度
総
会
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
役
員
会
で
代
替
開
催

５
月
に
書
面
で
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度

の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
役
員
に
よ
る
書
面
審
議
を
行
い
、
提
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
役
会
や
役
員
会
を
開
き
、
県
内
外
の
感

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
美
作
地

域
の
医
療
・
教
育
・
政
治
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
仁

木
永
祐
（
１
８
３
０
～
１
９
０
２
）
は
、
今
年
で
生
誕

１
９
０
年
を
迎
え
ま
す
。
本
展
で
は
、
永
祐
の
足
跡
と

郷
校
・
籾
山
黌
を
め
ぐ
る
人
々
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

会

期

令
和
２
年

月

日
（
土
）

11

28

～
令
和
３
年
２
月

日
（
日
）

21

お
も
な
展
示
資
料

籾
山
黌
で
使
わ
れ
た
書
見
台
、
拍

子
木
、
出
席
帳
な
ど
約

点
50

染
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
事
業
計
画
の
趣
旨
を
生

か
し
た
活
動
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、「
友
の
会
通
信
」
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■

籾
山
黌
と
は
？

籾
山
村
（
現
在
の
津
山
市
籾
保
）
の
医
師
仁
木
永
祐

は
、
１
８
６
０
（
万
延
元
）
年
、
医
業
の
傍
ら
籾
山
黌

の
創
設
に
携
わ
り
、
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
に
は
、

養
父
隆
助
の
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。
籾
山
黌
で
は
、
主
に

漢
学
や
医
学
の
教
育
が
行
わ
れ
、
米
井
源
治
郎
（
麒
麟

麦
酒
創
業
者
の
一
人
）、
井
手
毛
三
・
安
黒
基
（
自
由

民
権
運
動
家
）、
中
島
大
次
郎
（
苫
田
郡
医
師
会
長
）

ら
、
明
治
の
世
を
担
う
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

旅
先
で
見
つ
け
た
歌
碑
を
写
し
取
っ
た
り
、
墓
誌
を

調
べ
る
と
き
に
、
拓
本
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
楽
し
く
、

ま
た
役
立
つ
こ
と
か
。

今
回
は
、
身
近
な
道
具
を
使
っ
て
、
簡
単
に
拓
本
を

取
る
方
法
を
実
践
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
拓
本
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日

令
和
２
年

月
８
日(

日)

11
午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

会

場

津
山
洋
学
資
料
館
集
合

定

員

名
15

参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
代
）

※

日
本
手
拭
い
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

募

集

電
話
で
左
記
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

津
山
洋
学
資
料
館
友
の
会
事
務
局

☎
０
８
６
８(

２
３)

３
３
２
４

仁木永祐顕彰碑（津山市籾保）

2011(平成23)年には地元町内会や市民有志、

友の会も参加して整備事業を行いました。

仁木永祐肖像画
(仁木家資料)

拓
本
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

参
加
者
募
集

!!

（『
拓
本
の
基
礎
知
識
』（
柏
書
房
）
か
ら
）

冬
季
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

生
誕
１
９
０
年
記
念

仁
木
永
祐
と
籾
山
黌
を
め
ぐ
る
人
々

に

き

え
い
す
け

ご
う
こ
う

も
み
や
ま
こ
う

し
ょ
け
ん
だ
い

ひ
ょ
う

し

ぎ

も
み

ほ

よ
ね

い

げ
ん

じ

ろ
う

ビ

ー

ル

い

で

も
う
ぞ
う

あ
ぐ
ろ

も
と
い

な
か
し
ま

だ
い

じ

ろ
う

と
ま

た

キ

リ
ン
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月

日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時

10

31

月
初
旬
、
洋
学
資
料
館
の
「
薬
草
の
小
径
」
で
、

10
木
瓜
の
枝
に
た
く
さ
ん
の
実
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
珍

し
い
こ
と
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
一
昨
年
か
ら
年
に

２
回
、
友
の
会
有
志
で
行
っ
て
い
る
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
成
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

木
瓜
の
実
に
は
咳
止
め
や
疲
労
を
回
復
す
る
手
助

け
を
し
た
り
、
滋
養
強
壮
や
胃
腸
を
整
え
る
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
風
邪
を
予
防
す
る
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
実
を
生
で
食
べ
る
と
、
下
痢

や
腹
痛
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
木
瓜

酒
や
ジ
ャ
ム
に
加
工
し
て
食
べ
る
こ
と
が
一
般
的
な

よ
う
で
す
。
木
瓜
以
外
に
も
、
た
く
さ
ん
の
薬
草
に
な

る
草
木
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
活
動
で
す
。
ご
都
合
の

つ
く
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

月

日(

土)

は
少
雨
決
行
で
、
草
取
り
や
草
刈

10

31

り
、
剪
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
必
要
な
道
具
は
、
各
自

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
の
研
修
バ
ス
旅
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
中
止
し
ま
し
た
が
、

史
跡
見
学
会
は
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
！

今
回
は
歩
い
て
洋
学
資
料
館
周
辺
に
残
る
史
跡
―

華
岡
門
人
の
野
間
栄
斎
と
渡
邉
貞
順
の
墓
所
や
、
明
治

屋
創
業
者
の
磯
野
計
が
建
て
た
磯
野
氏
先
祖
累
代
の

墓
所
な
ど
―
を
訪
ね
ま
す
。

月
中
旬
に
詳
細
な
募
集
チ
ラ
シ
を
お
送
り
し
、

11月

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
お
電
話
で
応
募
受
付

11

21

け
を
開
始
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

開
催
日

令
和
２
年

月
６
日
（
日
）

12

参
加
費

２
５
０
０
円
（
予
定
）

定

員

人
（
先
着
順
）

20

募

集

令
和
２
年

月

日
（
土
）
午
前
９
時
か

11

21

ら
受
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ー
ス

洋
学
資
料
館
（
９
時

分
出
発
）
→
千
光
寺
（
野
間

30

栄
斎
の
墓
、
渡
邉
貞
順
の
墓
、
槍
形
の
墓
、
樽
形
の

墓
）
→
大
信
寺
（
磯
野
家
の
墓
、
太
田
家
の
墓
）
→

津
田
真
道
生
家
跡
→
植
原
六
郎
左
衛
門
屋
敷
跡
→
川

村
三
兄
弟
生
家
跡
→
箕
作
阮
甫
旧
宅
→
（
昼
食
）
→

箕
作
家
墓
所
→
洋
学
資
料
館
（

時
解
散
予
定
）

13

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

!!

活動の様子

木瓜の実

↑ 華岡門人 野間栄斎夫婦
墓

（千光寺境内）

第

回
友
の
会
史
跡
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
！

募
集
開
始
は

月

日(

土)

か
ら

33

11

21

「津
山
城
下
の
史
跡
を
訪
ね
て
（城
東
編
）」

↑

上
之
町
出
身

津
田
真
道

→

磯
野
氏
先
祖
累
代
之
墓

（
大
信
寺
境
内
）

Ｑこれなぁ～に？
ヒント：華岡青洲

答えは４頁

こ

み
ち

ぼ

け

せ
き

ど

の

ま

え
い
さ
い

わ
た
な
べ

て
い
じ
ゅ
ん

い
そ

の

は
か
る
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（
下
山
名
誉
館
長
）

本
年
４

月
１
日
付
で
、
津
山
洋
学
資

料
館
名
誉
館
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
洋
学
を
活
か
し

た
町
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
学
会
誘
致
や
他
都
市
と

の
連
携
を
模
索
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
津
山
の
洋
学
」

を
全
国
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
と
協
力

し
て
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
友
の
会
の
顧
問
と
し
て
、
会
の
発
展
に
も
寄
与
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

（
小
島
館
長
）

仁
木
前
館
長
の
後
任
と
し
て
、
洋
学
資
料
館
長
を
拝

命
し
ま
し
た
。
洋
学
資
料
館
で
の
勤
務
は
二
度
目
で
、
前
回
の
勤
務
時

に
は
新
館
建
設
事
業
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
新
館

も
オ
ー
プ
ン
か
ら
は
や

年
が
経
過
し
、
友
の
会
は
間
も
な
く
創
立

10

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
の
ご
努
力
と
友
の
会
の
皆
さ
ま

40の
ご
支
援
に
よ
る
、
有
形
無
形
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
の
上
に
、
私
た
ち
の

仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。
館
長
職
の
重
責
に
立
ち
す

く
む
よ
う
な
思
い
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
心
を
込
め
て
職
務
に
当
た
り
、

よ
り
良
い
方
向
へ
歩
む
努
力
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
友
の
会

の
皆
さ
ま
に
は
温
か
い
目
で
ご
指
導
・
ご
助
言
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

企
画
展
な
ど
の
情
報
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

洋
学
資
料
館
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
「
津
山
洋
学
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
洋
学
資
料
館
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
で
は
企
画
展
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、薬
草
の
小
径
、

中
庭
の
四
季
の
花
の
写
真
な
ど
が
投
稿
さ
れ
て
い
ま

す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
登
録
し
て
い
な
く
て
も
閲

覧
で
き
ま
す
の
で
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
は
私
た
ち
に
多
く
の
学
び

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

歴
史
を
紐
解
く
大
切
さ
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。
こ
の
度
と
同
様
の
危
機
を
、

医
学
や
各
界
の
進
歩
に
繋
げ
て
き
た
先

人
の
叡
智
。
そ
れ
を
知
る
と
同
時
に
、

そ
こ
に
郷
土
出
身
者
が
多
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
郷
土

の
歴
史
。
今
回
は
企
画
展
、
史
跡
見
学

会
と
も
に
地
元
に
密
着
し
て
い
ま
す
。

郷
土
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
発
見
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
洋
学
資
料
館
に
も
、
各
行
事
に
も
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

「
友
の
会
通
信

第
５
号
」
を
お
届

け
で
き
る
こ
と
に
感
謝
。

（
Ｗ
）

津
山
洋
学
資
料
館
友
の
会
通
信

第
５
号

令
和
２
年

月
10

編
集
・
発
行

津
山
洋
学
資
料
館
友
の
会

事
務
局

〒
７
０
８
―
０
８
３
３

津
山
市
西
新
町
５

津
山
洋
学
資
料
館
内

☎
０
８
６
８
―
２
３
―
３
３
２
４

洋学資料館ホームページ
http://www.tsuyama-yougaku.jp/

こ
こ
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
！

職員

紹介

下山名誉館長と小島館長

４
月
１
日
付
人
事
で
、
下
山
元
館
長
が
名
誉
館
長
を
委
嘱
さ
れ
、

仁
木
館
長
が
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
異
動
し
て
、
後
任
と
し
て
小
島

館
長
が
着
任
し
ま
し
た
。
お
二
人
に
今
後
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

Ａ
３
頁
の
ク
イ
ズ
の
答
え

正
解
は
「
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
の
実
」
で
し
た
。
と
て
も
不

気
味
な
形
を
し
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
を

原
料
に
麻
酔
薬
を
開
発
し
た
の
が
紀
州
の
華
岡
青
洲
で
し
た
。


